
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＣＴＲソフトウエアによる極点図表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

    ２０２３年０６月０８日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

  

 

 

 



１．概要 

２．ＧＰＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙによる極点図表示 

２．１．３D表示 

２．２．等高線表示 

２．３．等高線と等高線レベル表示 

３．ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙによる極点図表示 

４．各種ＯＤＦ解析結果の再計算極点図をＴＸＴ２ファイルに変換 

５．外部から TXT2ファイルを PoleFigureContourDisplayで表示方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 極点図は、極点測定や ODF解析結果の表示として使われている。 

   測定では入射 X線方向に材料の基準方向（TD方向、或いは RD方向）を配置して測定される。 

   材料の回転は、CW方向に回転し、測定データは、RDから TD方向（CCW）に登録される。 

   極点図の表示は、極点図の上方を RD,左側を TDとして表示されている。 

   反射法と透過法ではβ角度が９０度シフトして測定されるため、測定時９０度シフトして測定されている。 

   CTRソフトウエアでは、極点図表示は TXT2ファイル構造を表示している。 

   ＴＸＴ２は、α＝９０が極点図の中心、β＝０はＲＤ方向（データ区切り ｔａｂ） 

   

 

   ＯＤＦデータ作成時、極点図の中心をα＝０としている。（ＯＤＦｔｏＯＤＦ） 

   ODF解析後の再計算極点図は、ＴＸＴ２に変換を行っている（ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅ） 

   以下に極点図の表示、各種ＯＤＦ解析結果のＴＸＴ２変換、極点図表示の外部起動方法を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ＧＰＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙによる極点図表示 

２．１．３D表示 

  

 Variable 0.15->0.5 

 

 



２．２．等高線表示 

 等高線４０本で表示 

  

 等高線本数の変更 

  極点図をマウスクリック 

   

  Ｓｔｅｐ間隔を変更 

 

 

 



２．３．等高線と等高線レベル表示 

 ｓｔｅｐ間隔を入力し 

 

 

相対表示 

 最大値で共通の等高線レベルで表示 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙによる極点図表示 

 Grid表示が可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



指数表示 

 以下は CrtsialOrientationDソフトウエアからパラメータを指定して表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．各種ＯＤＦ解析結果の再計算極点図をＴＸＴ２ファイルに変換 

 LaboTex,TexTools,StandardODF,popLA,Bunge,MTEX,TXT2(極点図中心α=0)など 

 全てのODF解析結果から CTRソフトウエアが扱う TXT2に変換 

 

 

 

５．外部から TXT2 ファイルを PoleFigureContourDisplay で表示方法 

 

 

 

         TXT2 ファイル 

 

          指数ファイル 

 

   


